































































































































































































































































を 明 ら か に し た。 一 方 Shane,Venkataraman











































































































































































































































　 一 方， 多 国 文 化 比 較 論 に お い て Shane,
VenkataramanandMacmillan（1994）が提示した




































































































































































































































通信機器メーカーA 社 １人 １人 ２人 ４人 3,800億円 20,000人
住宅設備機器メーカーB 社 １人 １人 ２人 １人 ５人 4,500億円 25,000人
飲料メーカーC 社 １人 １人 ２人 １人 ５人 12,000億円 34,000人
食品メーカーD 社 １人 １人 ２人 ４人 1,600億円 3,000人

































































































































E 社の a 氏は，着想段階から社長に直接プレゼン
テーションする機会を作り，そこでいち早く支持





















































































































個々人の報酬による誘因 集団目標の訴求による誘因 参加者の近くでの監視 技術開発への広い認可 エリート型参加型 早期のシニア層への支持構築支持の高まりの計画，企画による売 込み 信頼の訴求による売り込みルールの遵守ルール破り
企業Ａ ✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔
企業Ｂ ✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔
企業Ｃ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔
企業Ｄ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔






































































































































学 マ ネ ジ メ ン ト 学 会 の DiscussionPaper
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目標販売個数：○○○個 / 台⇒実績販売個数：○○○個 /
台
○○○○年○○月時点
遭遇した困難
（乗り越えた課題）
✔
✔
✔
●インタビュー対象者について
項　　目 ご回答
プロダクト・チャンピオン ✔　氏名（ふりがな）：
✔　所属（現在）：
✔　役職（現在）：
✔　入社年月日：
✔　年齢：
✔　勤務地：
✔　所属（開発当時）：
✔　役職（開発当時）：
プロジェクト上司 ✔　氏名（ふりがな）：
✔　所属（現在）：
✔　役職（現在）：
✔　勤務地：
✔　所属（開発当時）：
✔　役職（開発当時）：
プロジェクトマネジャー ✔　氏名（ふりがな）：
✔　所属（現在）：
✔　役職（現在）：
✔　勤務地：
✔　所属（開発当時）：
✔　役職（開発当時）：
チームメンバー ✔　氏名（ふりがな）：
✔　所属（現在）：
✔　役職（現在）：
✔　役職：
✔　勤務地：
✔　所属（開発当時）：
✔　役職（開発当時）：
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付表２　半構造化インタビューのための質問項目（PCに対するもの）要因
質　　　問
プロジェクトのプロセス
（Markham,2002）
・当該製品の開発ステップは，概ね「製品企画段階⇒設計・開発段階⇒試作テスト段階⇒生産
準備段階⇒生産開始段階⇒市場化段階」だったと考えて良いでしょうか？
　また，それらのおおよその年月は，いつ頃だったでしょうか？
・それらの開発ステップの中で，どのような会議／手続き／イベント（キックオフミーティン
グ，経営陣への報告会，投資決済，出荷承認，マスコミへの発表，など）があったでしょう
か？
・当該製品はどのような経緯で着手しましたか？
　その時の「競合／業界状況，自社の状況，消費者志向，アイデアの発端，事前のアイデア分
析／評価，など」はどのようなものだったでしょうか？
・当該プロセス中に発生した乗り越えるべき困難や障害には，どのようなものがあったでしょ
うか？
関心事及び知識レベル
（Schon,1963;Shane,
1994;Shane,
Venkataramanand
Macmillan,1995）
・自身のどういった関心が当該プロジェクトに結びついたのでしょうか？当該製品にこだわり
を持たれた背景をお教え下さい。
・当該製品の初期段階で，技術や市場の可能性についてどのように認識しておられましたで
しょうか？
・当該製品に必要な技術的知識及び市場知識を，どのようにして持っておられたのでしょう
か？
役割及び権限（Schon,
1963;Markham,2002;
Howell,SheaandHiggin,
2005）
・当該製品における自身の公式的な役割及び権限の範囲は，どのようなものだったでしょう
か？
・当該製品で自身の行った活動は，それぞれの開発ステップの中で，どのようなものだったで
しょうか？
組織における関係・影響
のあり方（Roure,2001;
Markham,2002;Howell,
SheaandHiggin,2005）
・当該製品において，自身の上司やマネジャーからプロジェクトに対する支援を取り付けたり，
説得するといった活動は，どのようなものがあったでしょうか？
・チームメンバーとのコミュニケーションは，どのように心がけられたでしょうか？
・当該製品に対する反対や否定的な意見がありましたでしょうか？あったとして，それにはど
のように対応をされたでしょうか？
・製品を実現する上で，社内外の人脈において，支援を受けたと感じる人はおられたでしょう
か？
個人特性（Shane,1994;
Roure,2001;Howell,
SheaandHiggin,2005）
・入社してからどのような製品を担当されたり，どのような職種を経験して来られたでしょう
か？
・自身の性格の特徴はどのようなものだとお考えでしょうか（例えば没頭しやすい，意志が強
い，リスク志向である，忍耐強い等々）？
・周囲からは，自分の行動はどのように評価されていると感じておられますか？
評価（Schon,1963;
Roure,2001;Howell,
SheaandHiggin,2005）
・自身の当該製品の主観的評価は，いかがでしょうか？社内外にどのような影響を及ぼしたと
お考えでしょうか？
・振り返って，当該製品の成功要因は何だとお考えでしょうか？
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